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モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
第
一
回
大
会
と
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
革
命
家
た
ち

は
じ
め
に

　
モ
ン
ゴ
ル
の
高
名
塗
言
語
学
者
・
民
族
学
者
・
作
家
B
・
リ
ン

チ
ェ
ン
は
、
そ
の
死
後
刊
行
さ
れ
た
短
い
自
伝
（
一
九
七
四
年
執

筆
）
の
な
か
で
、
一
九
二
一
年
三
月
の
は
じ
め
に
、
極
東
共
和
国

領
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク
の
父
ビ
ム
バ
エ
フ
の
家
で
モ
ン
ゴ
ル
人

民
党
第
一
回
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
、
自
ら
会
議
の
代
表
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

話
を
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
議
が
ソ
ピ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
全
権
代
表
マ
ク

ス
テ
ネ
ク
の
公
邸
で
ひ
ら
か
れ
た
と
す
る
記
述
も
、
い
く
つ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

研
究
書
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。

　
第
一
回
党
大
会
が
、
デ
ー
ド
シ
ベ
ー
（
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク

の
モ
ン
ゴ
ル
名
）
の
ビ
ャ
ム
バ
ジ
ャ
ブ
（
ビ
ム
パ
エ
フ
）
の
邸
宅

二
　
　
－
木

博
　
　
史

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
二
八
年
刊
の
『
モ
ン
ゴ
ル

人
民
革
命
党
史
資
料
集
』
所
収
の
、
党
書
記
ゲ
レ
ク
セ
ン
ゲ
の
書

い
た
「
党
委
員
会
・
党
細
胞
の
誕
生
と
発
展
」
に
述
べ
ら
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

り
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
実
は
、
あ
る
時
期
に
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ

フ
ス
ク
の
中
心
に
あ
る
建
物
（
マ
ク
ス
テ
ネ
ク
邸
）
を
会
議
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

所
に
き
め
、
博
物
館
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
時
代
に
刊
行
さ

れ
た
、
第
一
回
党
大
会
に
関
す
る
資
料
は
、
一
九
七
一
年
刊
の
資

料
集
を
別
に
す
る
と
、
改
鼠
さ
れ
た
も
の
や
一
部
削
除
さ
れ
た
も

の
が
お
お
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
一
九
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
モ
ン
ゴ
ル
の
革

命
家
の
歴
史
的
犬
会
』
（
竃
◎
弓
昌
匡
江
■
言
g
『
彗
遣
匡
＝
箏
宇

曽
8
昌
雪
3
彗
）
と
題
す
る
資
料
集
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
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第
一
回
大
会
の
基
本
的
な
資
料
を
網
羅
し
た
も
の
で
、
資
料
的
価

値
が
き
わ
め
て
た
か
い
。
と
く
に
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
し
か
刊
行

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
ロ
シ
ア
語
で
記
録
さ
れ
た
議
事
録
の
全
文

が
出
版
。
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
事
実
が
あ
き

ら
か
に
さ
れ
た
。

　
こ
の
賢
料
集
に
ふ
さ
れ
た
解
説
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
注
目
す

べ
き
見
解
は
、
三
月
一
日
、
二
日
の
会
議
と
三
月
三
日
の
会
議
は

性
格
が
こ
と
な
り
、
三
月
三
目
の
会
議
の
み
、
厳
密
な
意
味
で
の

モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
第
一
回
大
会
と
よ
ぴ
う
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

こ
の
意
見
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
三
月
一
日
、
二
目
の
会

議
の
議
事
録
と
三
月
三
目
の
会
議
の
議
事
録
が
別
々
に
作
成
さ
れ
、

異
な
る
タ
イ
ト
ル
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
三
月
三
日
の
会

議
で
は
純
粋
に
党
に
関
わ
る
問
題
の
み
討
議
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で

（
5
）

あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
説
得
力
が
あ
り
、
定
説
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
三
月
三
目
の
会
議
に
参
加
し
た
二
十
六
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人

民
党
員
の
う
ち
、
五
名
は
ブ
リ
ャ
ー
ト
“
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
づ
た
。

す
な
わ
ち
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
夫
妻
（
ツ
ェ
ウ
ェ
ー
ン
H
ジ
ャ
ム

ツ
ァ
ラ
ー
ノ
と
夫
人
の
バ
ド
マ
ジ
ャ
ブ
）
と
、
パ
ラ
ム
ソ
ー
、
ツ

ェ
デ
ン
イ
シ
の
兄
弟
と
今
ヤ
ム
パ
ロ
ン
（
サ
ン
ダ
グ
ド
ル
ジ
）
で

あ
る
。
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
は
、
三
旦
二
日
に
承
認
さ
れ
た
党
の

　
　
　
　
　
＾
6
〕

綱
領
を
起
草
し
た
。
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
夫
妻
と
バ
ラ
ム
ソ
ー
は
、

こ
の
あ
と
数
ヵ
月
後
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
代
表
と
し
て
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
参
加
す
る
た
め
モ
ス
ク
ワ
ヘ
お
も
む
く
。

ジ
ャ
ム
バ
ロ
ン
は
前
年
の
秋
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
代
表
団
に
く
わ

わ
り
、
ダ
ン
ザ
ン
、
チ
ャ
グ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
、
リ
ン
チ
ノ
と
と
も
に

モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
い
る
。
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
は
前
年
の
夏
に
ボ
リ

ソ
フ
と
一
緒
に
フ
レ
ー
（
現
オ
ラ
ー
ン
バ
ー
タ
ル
）
を
訪
問
し
、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
メ
ン
パ
ー
に
あ
い
、
そ
の
活
動
を
た
す
け
、

ボ
ド
ー
、
チ
ャ
グ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
の
ウ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
デ
ィ
ン
ス
ク

（
現
ウ
ラ
ン
ウ
デ
）
行
き
に
同
行
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
活
動
家
が
一
九
二
一
年
革

命
で
は
た
し
た
役
割
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
か
れ
ら
が
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
機
関
に
属
し
て
い
た
ゆ
え
、
か
れ
ら
の
活
動
は
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
を
介
し
た
ソ
ピ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
の
指
令
に
よ
る
も
の
と

解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
が
ソ
ビ
エ
ト
…
ロ
シ
ア
に
援
助

を
要
請
し
た
時
期
（
一
九
二
〇
年
夏
）
か
ら
第
一
回
党
大
会
ま
で

の
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
活
動
、
ソ
ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
、
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
検
討
し
つ
つ
、
当
時
の
非
ボ
リ
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
革
命
家
の
行
動
を
考
察
し
た
い
と
お
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も
う
。

　
従
来
、
こ
の
時
期
の
資
料
と
し
て
は
、
第
一
回
党
大
会
の
議
事

録
以
外
に
は
、
右
記
一
九
二
八
年
刊
の
『
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党

史
資
料
集
』
所
収
の
バ
ラ
ム
ソ
ー
の
回
想
、
一
九
＝
二
年
刊
の
デ

ム
ベ
レ
ル
の
記
録
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。
最
近
、
ロ
シ
ア
で
な

が
い
問
、
機
密
あ
つ
か
い
だ
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
関
係
の
文
書
の

閲
覧
が
可
能
に
な
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
の
関
係
に
関

す
る
主
要
な
文
書
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
訳
さ
れ
、
資
料
集
『
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
』
（
丙
o
…
雪
＝
畠
o
＝
α
”
竃
o
曽
『
o
自
）
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
資
料
集
に
お
さ
め
ら
れ
た
、
一
九
二
〇
、

二
一
年
の
資
料
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
用
で

あ
る
。
ま
た
筆
者
が
一
九
九
七
年
八
月
と
一
九
九
八
年
三
月
に
オ

ラ
ー
ン
バ
ー
タ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
歴
史
中
央
文
書
館
で
閲
覧
し
た
、

同
資
料
集
に
未
収
録
の
ロ
シ
ア
語
の
文
書
（
モ
ス
ク
ワ
で
複
写
さ

れ
同
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
）
も
本
稿
で
使
用
し
た
。

二

ソ
ビ
エ
ト
ー
－
ロ
シ
ア
の
対
モ
ン
ゴ
ル
活
動
の

機
関
の
変
遷

対
モ
ン
ゴ
ル
活
動
の
機
関
で
あ
る
ロ
シ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会

シ
ベ
リ
ア
局
付
設
東
方
諸
民
族
部
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
（
課

長
ボ
リ
ソ
フ
）
に
参
事
会
（
竃
自
畠
；
国
）
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
代
表
団
七
名
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
到
着
し
た
四

日
後
の
一
九
二
〇
年
八
月
二
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
ボ
ド
ー
と
チ

ョ
イ
バ
ル
サ
ン
も
参
加
し
た
同
目
の
会
議
で
は
、
リ
ン
チ
ノ
、
ボ

リ
ソ
フ
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
事
会
の
議
長
、
副
議
長
、

書
記
に
え
ら
ぱ
れ
た
。
役
割
分
担
も
き
め
ら
れ
、
リ
ン
チ
ノ
、
ツ

ェ
デ
ン
イ
シ
（
ダ
シ
ピ
ロ
フ
）
、
ボ
リ
ソ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
宣
伝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

組
織
、
情
報
部
門
の
責
任
者
に
え
ら
ぱ
れ
た
。

　
こ
の
目
の
会
議
で
は
、
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
（
ベ
グ
ゼ
ー
エ

フ
）
を
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ペ
ッ
ト
課
の
代
表
と
し
て
フ
レ
ー
へ
、
バ

ラ
ム
ソ
ー
（
ワ
ン
チ
コ
フ
）
を
連
絡
役
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
ー
ー
キ
ャ

フ
タ
ヘ
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
す
る
こ
と
も
き
め
ら
れ
た
。

　
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
活
動

を
任
務
と
す
る
東
方
諸
民
族
部
白
体
は
、
ソ
ビ
エ
ト
“
ロ
シ
ア
外

務
人
民
委
員
部
シ
ベ
リ
ア
代
表
部
付
設
ア
ジ
ア
局
を
改
編
す
る
か

た
ち
で
、
同
年
七
月
二
十
七
日
に
組
織
さ
れ
、
ブ
ル
ト
マ
ン
、
ガ

ポ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
部
長
、
副
部
長
を
つ
と
め
た
。
こ
の
東
方
諸

民
族
部
は
、
壺
一
九
二
一
年
一
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
極
東
書
記

局
に
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
の
東
方
諸
民
族
部

と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
あ
き
ら
か
で
は
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な
か
っ
た
。
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
』
の
資
料
解
説
の
な

か
に
引
用
さ
れ
た
、
シ
ベ
リ
ア
局
書
記
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
執
行
委
員
会
議
長
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
に
お
く
っ
た
書
簡
の
な

－
か
に
は
、
東
方
諸
民
族
部
の
活
動
に
関
す
る
三
つ
の
提
案
が
な
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
シ
ベ
リ
ア
局
が
東
方
の
諸
民

族
に
対
す
る
活
動
に
お
い
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
代
表
す
る
、
第
二

に
、
外
務
人
民
委
員
部
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
て
東
方

諸
国
で
活
動
し
て
い
る
活
動
家
を
東
方
諸
民
族
部
に
統
合
す
る
、

第
三
に
、
東
方
諸
民
族
部
の
指
導
者
が
東
方
の
諸
民
族
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

活
動
に
お
い
て
、
外
務
人
民
委
員
部
を
代
表
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
提
案
が
実
際
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は
、

明
白
で
な
い
が
、
東
方
諸
民
族
部
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
一
定
の

関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
資
料
の
う
え
か
ら
う
た
が
い
な
い
。

　
一
九
二
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
に
東
方
諸
民
族
部
が
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
執
行
委
員
会
に
お
く
っ
た
報
告
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
極
東
局

に
よ
る
、
東
方
諸
民
族
部
に
対
す
る
千
渉
・
妨
害
を
の
ぺ
る
と
と

も
に
、
シ
ベ
リ
ア
局
が
東
方
諸
民
族
部
の
活
動
を
単
に
中
央
に
伝

達
す
る
だ
け
で
、
そ
の
活
動
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理

由
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
機
関
と
し
て
活
動
し
た
い
と
い
う
希

望
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
前
同
の
十
一
月
二
十
四
日
の
会
議
で

は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
管
轄
下
に
移
行
し
た
場
合
の
具
体
的
な
機

構
、
構
成
員
に
関
す
る
決
定
も
だ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
は
、

す
で
に
責
任
者
と
し
て
シ
ュ
ミ
ャ
ツ
キ
ー
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、

モ
ン
ゴ
ル
H
チ
ベ
ッ
ト
部
長
の
候
補
者
と
し
て
は
、
ボ
リ
ソ
フ
の

　
　
　
　
　
（
9
）

名
前
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
東
方
諸
民
族
部
が
、
ル
ズ
ヤ
ニ
ン
の
い
う

よ
う
な
、
「
革
命
」
を
輸
出
す
る
た
め
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
支

　
　
　
　
（
m
）

部
」
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
共
産
党
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
い
ず
れ
に

も
直
属
し
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
「
半
独
立
」
の
機
関
の
性
格
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
、
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の

リ
ン
チ
ノ
や
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
や
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
が
、
東
方
諸

民
族
部
の
対
モ
ン
ゴ
ル
活
動
を
事
実
上
、
担
っ
た
こ
と
の
説
明
が

可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
東
方
諸
民
族
部
の
性
格
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
に
改
編
さ
れ
た
あ
と
も
、
一
定
期
間

た
も
た
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。

　
一
九
二
一
年
一
月
の
ロ
シ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
の
決
議
で
、

シ
ベ
リ
ア
局
付
設
東
方
諸
民
族
部
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
移
管
さ
れ

た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
東
方
局
の
も
と
に
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
に
極
東
書
記
局
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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厳
密
に
い
え
ば
、
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
（
貝
竃
畠
①
－

呂
實
）
…
匡
黎
o
実
o
雪
岩
竃
↓
宍
o
竃
雪
彗
d
o
窒
）
の
名
称
は
、
す

ぐ
に
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
一
九
二
一
年
二
月
十

目
の
文
書
で
は
、
「
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
代
表
部
」
（
貝
彗
壬
9

｝
o
實
U
姜
o
①
目
o
§
竃
冒
d
亭
s
国
o
）
の
表
現
が
つ
か
わ
れ
て

（
1
1
）

い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
を
管
轄
す
る
部
署
の
名
称
も
途
中
で
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
、
文
書
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
二
一
年
二
月
二
十
二
日

の
文
書
で
は
「
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
」
（
…
O
胃
O
自
O
－

畠
α
§
…
饒
o
這
雪
）
と
あ
る
が
、
三
月
五
目
の
極
東
書
記
局
の

文
書
で
は
「
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
部
」
（
ζ
O
彗
昌
O
・

…
α
§
ス
竃
o
婁
貝
冒
饒
）
と
い
う
名
前
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
六

月
二
十
日
の
文
書
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
が
と
れ
て
、
「
モ
ン
ゴ
ル
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

（
ζ
o
＝
「
o
自
『
o
宍
印
串
o
①
宍
貝
；
由
）
　
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
名
前
の
変
化
、
す
な
わ
ち
機
構
の
変
遷
は
、
そ
の
時

ど
き
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
対
モ

ン
ゴ
ル
政
策
が
、
白
衛
軍
の
脅
威
の
増
大
に
と
も
な
い
、
よ
り
重

視
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
み
を
あ
つ
か
う
部
署
が
つ
く
ら
れ
た
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
　
バ
ロ
ン
ー
－
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
侵
入
後
の
状
況

　
バ
ロ
ン
H
ウ
ン
ゲ
ル
ン
の
フ
レ
ー
攻
撃
の
報
を
う
け
、
　
一
九
二

〇
年
十
月
二
十
九
目
に
東
方
諸
民
族
部
執
行
部
と
モ
ン
ゴ
ル
・
チ

ベ
ッ
ト
課
の
緊
急
合
同
会
議
が
ひ
ら
か
れ
た
。
主
要
な
議
題
は
、

白
軍
と
の
戦
闘
の
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
ソ
ピ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
軍

を
派
遣
す
る
問
題
と
、
臨
時
モ
ン
ゴ
ル
政
府
を
樹
立
す
る
問
題
で

あ
っ
た
。

　
ボ
リ
ソ
フ
の
報
告
に
よ
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー

は
、
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
危
機
感
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ボ
リ
ソ
フ
自
身
は
、
ウ
ン
ゲ
ル
ン
が

さ
ま
ざ
ま
な
白
軍
分
子
を
結
集
し
て
一
大
勢
力
に
な
り
、
ソ
ビ
エ

ト
H
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
「
モ
ン
ゴ
ル
前
線
」
が
生
じ
る
可
能
性

を
指
摘
し
、
ハ
ト
ガ
ル
、
ワ
ン
ギ
ー
ン
■
フ
レ
ー
な
ど
、
白
軍
の

モ
ン
ゴ
ル
内
の
拠
点
を
破
壊
す
る
作
戦
を
提
案
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
の
ス
タ
ッ
フ
と
モ
ン
ゴ
ル
代
表

団
を
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
お
く
り
、
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
い
、
パ
ル
チ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ン
部
隊
を
組
織
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
ボ
リ
ソ
フ
は
主
張
し
た
。

　
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
は
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
を
組
織
し
、
モ

ン
ゴ
ル
政
府
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
軍
の
派
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遣
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
の
べ
た
。
彼
は
、
臨
時
政

府
の
構
成
員
の
候
補
者
と
し
て
、
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
や
ハ
タ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

－
タ
ル
H
マ
ク
サ
ル
ジ
ャ
ブ
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
目
（
十
月
二
十
九
日
）
の
会
議
で
、
ソ
ビ
エ
ト
ー
ロ
シ
ア

軍
を
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
派
遣
す
る
こ
と
、
臨
時
政
府
樹
立
の
必
要
性
を

モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
に
つ
た
え
る
こ
と
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
以
外
の
モ
ン

ゴ
ル
・
チ
ペ
ッ
ト
課
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
を
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク

に
派
遣
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

　
同
年
十
一
月
二
［
口
、
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
は
、
ソ
ビ
エ
ト
ー
－
ロ
シ

ア
外
務
人
民
委
員
部
代
表
と
東
方
諸
民
族
部
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ

ト
課
あ
て
に
、
ソ
ピ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
軍
の
派
遣
を
要
講
す
る
書
簡

　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
お
く
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
前
記
会
議
の
決
定
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

く
と
み
る
の
が
、
白
然
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
決
議
に
も
と
づ
き
、
ま
も
な
く
ボ
リ
ソ
フ
、
ツ
ェ
デ
ン
イ

シ
、
ロ
ソ
ル
、
チ
ャ
グ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
が
、
キ
ャ
フ
タ
北
方
数
キ
ロ

の
、
当
時
の
極
東
共
和
国
領
の
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク
ヘ
向
か
っ

た
（
ス
フ
バ
ー
タ
ル
と
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
は
、
そ
れ
よ
り
す
こ
し

ま
え
に
出
発
し
て
い
た
）
。

　
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
（
ゴ
チ
ツ
キ
ー
）
が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
、

東
方
諸
民
族
部
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
に
お
く
っ
た
報
告
は
、

ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
第
一
次
攻
撃
後
の
フ
レ
ー
の
状
況
、
特
に
フ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

1
で
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
活
動
状
況
を
よ
く
つ
た
え
る
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
も
ど
っ
た
ボ
ド
ー
と
ド
ク
ソ
ム
の
う
ち
、
ボ
ド
ー

は
首
都
か
ら
遠
ざ
か
り
、
ド
ク
ソ
ム
は
フ
レ
ー
の
近
く
に
と
ど
ま

り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
連
絡
を
た
も
づ
て
い
た
。
当
時
、
フ
レ
ー

で
活
動
し
て
い
た
人
民
党
の
指
導
者
に
は
、
デ
ン
デ
ブ
、
ド
ガ
ル

ジ
ャ
ブ
、
ガ
ル
サ
ン
と
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
バ
ル
サ
ノ
フ
、
ユ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

タ
甘
フ
、
バ
ラ
コ
フ
が
い
た
。

　
よ
り
正
確
な
情
報
を
え
る
た
め
に
、
フ
レ
ー
ヘ
チ
ョ
イ
バ
ル
サ

ン
と
ス
フ
バ
ー
タ
ル
を
派
遣
す
る
こ
と
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
の
報
告
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
チ
目
イ

バ
ル
サ
ン
と
ス
フ
バ
ー
タ
ル
の
ほ
か
に
、
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ

（
ベ
グ
ゼ
ー
エ
フ
）
、
バ
ラ
ム
ソ
ー
（
ワ
ン
チ
コ
フ
）
、
そ
れ
に
マ

イ
マ
ー
チ
ェ
ン
（
モ
ン
ゴ
ル
領
キ
ャ
フ
タ
）
か
ら
の
代
表
が
参
加

し
て
、
新
情
勢
に
対
応
し
た
行
動
計
画
を
た
て
る
た
め
の
会
議
が

ひ
ら
か
れ
た
こ
と
だ
。
こ
の
会
議
で
、
モ
ン
ゴ
ル
は
当
面
は
、
中

国
が
軍
隊
を
撤
兵
し
自
己
の
総
督
を
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
派
遣
す
る
と
い

う
前
提
で
、
中
華
民
国
内
の
自
治
国
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
獲
得
す
ぺ

き
だ
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ

シ
ア
と
極
東
共
和
国
に
よ
る
支
援
、
中
国
政
府
へ
の
働
き
か
け
が
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（
1
9
）

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

　
会
議
で
は
、
バ
ル
ガ
（
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
）
へ
人
を
派
遣
し
て
ウ

ン
ゲ
ル
ン
軍
の
情
報
を
さ
ぐ
ら
せ
る
こ
と
、
中
国
軍
兵
士
問
（
旧

正
規
軍
の
兵
士
、
シ
ュ
ー
＾
シ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
［
徐
樹
鐸
］
軍
に
所

属
し
て
い
た
兵
隊
、
新
た
に
動
員
さ
れ
た
兵
士
）
の
相
互
不
信
を

利
用
す
べ
き
こ
と
も
、
議
論
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ャ
ハ
ル
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
部
隊
を
動

員
し
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ー
コ
ウ
（
張
家
口
）
と
ペ
キ
ン
と
の
連
絡
を
た

ち
き
る
こ
と
、
ペ
キ
ン
や
シ
ャ
ン
ハ
イ
の
外
国
の
報
道
機
関
に
働

き
か
け
中
国
軍
の
専
横
を
訴
え
、
モ
ン
ゴ
ル
一
に
と
っ
て
有
利
な
国

際
世
論
を
つ
く
り
だ
す
べ
き
こ
と
な
ど
も
、
報
告
に
述
ぺ
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
報
告
に
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
お
お
く
が
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

で
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
る
資
料
。
か
ら
明
白
で

あ
る
。

　
十
二
月
の
前
半
に
、
東
方
諸
民
族
部
執
行
部
と
モ
ン
ゴ
ル
・
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ペ
ッ
ト
課
の
合
同
会
議
が
ひ
ら
か
れ
た
。
議
事
録
に
よ
る
と
、
出

席
者
は
ブ
ル
ト
マ
ン
、
．
ガ
ポ
ン
、
リ
ン
チ
ノ
、
ダ
ン
チ
ノ
フ
、
バ

ル
ダ
ェ
フ
、
ツ
ィ
レ
ン
ジ
ャ
ポ
フ
、
イ
シ
ド
ル
ジ
ン
、
ダ
ン
ザ
ン

の
八
名
で
、
ブ
ル
ト
マ
ン
が
議
長
を
つ
と
め
た
。
十
一
月
な
か
ば

に
リ
ン
チ
ノ
と
と
も
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
も
ど
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
代
表

団
長
の
ダ
ン
ザ
ン
が
出
席
し
て
い
る
の
。
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
の
問
に
ふ
え

て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

　
会
議
で
は
、
十
一
の
議
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議

．
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
第
一
、
四
、
五
の
議
題
は
、
ツ
ェ
デ

ン
イ
シ
の
報
告
と
直
接
関
係
が
あ
る
。
第
十
の
議
題
（
バ
シ
キ
ル

人
や
タ
タ
ー
ル
人
な
ど
か
ら
な
る
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
解
体
の
た
め

の
方
策
）
に
関
す
る
決
議
は
、
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
報
告
の
内
容
と
ほ

　
　
　
　
（
2
1
）

ぼ
一
致
す
る
。
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
の
提
言
、
も
っ
と
正
確
に
は
、
卜

同
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク
で
の
会
議
の
決
定
が
そ
の
ま
ま
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
の
東
方
諸
民
族
部
や
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ヅ
ト
課
に
よ
っ
て
う
け

い
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
一
の
議
題
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
状
況
」
と
「
中
国
帝
国
主
義

と
の
対
抗
の
た
め
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
統
一
戦
線
（
①
暮
臣
曼

竃
O
胃
O
；
婁
＝
錺
墨
長
O
毒
亭
＝
匡
邑
魯
君
胃
）
の
構
築
」
の
問

題
だ
づ
た
。
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
の
報
告
の
な
か
で
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル

の
す
べ
て
の
階
層
の
統
一
（
O
罰
碧
…
畠
罵
零
婁
遣
青
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

ζ
o
胃
◎
自
国
；
）
」
の
表
現
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
。

　
会
議
の
決
議
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
提
案
書
の
作
成

176



（41）　モンゴル人民党第一回大会とブリヤート人革命家たち

が
リ
ン
チ
ノ
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
十
二
月
十
八
日
の
東
方
諸
民
族
部

執
行
部
と
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
の
含
同
会
議
で
あ
ら
た
め
て

議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
合
同
会
議
は
実
際
に
は
十
二
月
二

十
一
目
に
ひ
ら
か
れ
、
リ
ン
チ
ノ
の
案
が
承
認
さ
れ
た
）
。

　
こ
の
会
議
の
決
議
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
パ
ル

チ
ザ
ン
部
隊
の
創
設
と
武
器
の
供
給
、
教
官
の
派
遣
に
関
す
る
部

分
で
あ
る
。
決
議
の
第
二
号
に
よ
れ
ば
、
赤
軍
第
五
軍
へ
提
出
す

る
報
告
書
の
作
成
が
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。

　
議
題
の
第
六
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
バ
ル
チ
ザ
ン
軍
部
隊
を
支
援
す

る
た
め
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
…
モ
ン
ゴ
ル
人
を
動
員
す
る
問
題
だ
が
、

こ
の
動
員
が
「
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
に
対
す
る
モ
ス
ク
ワ
の
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
〕

束
」
に
も
と
づ
く
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
の
が
、
注
意
を
ひ
く
。

　
パ
ル
チ
ザ
ン
軍
部
隊
の
創
設
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
報
告
・
決
議

の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
バ
ル
チ
ザ
ン
軍
部
隊
の
編
成
の
方
針
が
、

こ
の
時
点
（
一
九
二
〇
年
十
二
月
）
で
は
じ
め
て
正
式
に
き
め
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
国
境
方
面
に
お
け
る
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
、

モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
動
向
に
目
を
う
つ
す
と
、

ま
さ
に
こ
の
頃
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
軍
を
組
織
す
る
た
め
の

具
体
的
な
行
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

　
ボ
ド
ー
や
ド
ク
ソ
ム
と
の
連
絡
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
状
況
の

な
か
で
、
最
初
に
考
え
ら
れ
た
の
は
、
新
麗
出
身
の
民
族
主
義
者

ソ
ミ
ヤ
ー
…
ベ
イ
セ
を
党
の
活
動
に
引
き
い
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。

デ
ム
ベ
レ
ル
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
グ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
と
チ
ョ
イ

パ
ル
サ
ン
が
、
ソ
ミ
ヤ
ー
…
ベ
イ
セ
、
デ
ム
ベ
レ
ル
兄
弟
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

を
訪
れ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
十
二
月
十
九
［
口
で
あ
る
。
ま
も
な

く
デ
ム
ベ
レ
ル
は
国
境
を
こ
え
、
ゲ
ゲ
ー
テ
ィ
ー
ン
ー
－
ダ
ツ
ァ
ン

（
寺
）
へ
行
き
、
革
命
家
た
ち
と
合
流
し
た
。
こ
の
頃
（
二
〇
年

十
二
月
末
か
、
二
一
年
一
月
は
じ
め
）
、
ゲ
ゲ
ー
テ
ィ
ー
ン
”
ダ

ツ
ァ
ン
に
は
、
ダ
ン
ザ
ン
、
ス
フ
バ
ー
タ
ル
、
チ
冒
イ
パ
ル
サ
ン
、

チ
ャ
グ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
、
ボ
リ
ソ
フ
、
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
、
バ
ダ
ム

（
ワ
シ
リ
エ
フ
）
ら
が
い
た
と
い
う
。
バ
ラ
ム
ソ
ー
は
、
当
初
ゲ

ゲ
ー
テ
ィ
ー
ン
ー
－
ダ
ツ
ァ
ン
で
党
大
会
が
ひ
ら
か
れ
る
予
定
だ
っ

　
　
　
　
　
（
2
5
）

た
と
か
い
て
い
る
。

　
一
九
二
一
年
一
月
二
十
四
日
．
（
旧
暦
十
二
月
十
五
同
）
。
に
は
、

ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
な
か
に
潜
入
し
た
ボ
ド
ー
と
連
絡
を
と
ら
せ
る

た
め
、
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
を
派
遣
す
る
こ
と
が
き
ま
り
、
た
だ
ち
に

実
行
さ
れ
た
。
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
は
、
二
一
年
二
月
四
目
の
バ
ロ
ン

ー
－
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
に
よ
る
フ
レ
ー
占
領
の
報
を
た
ず
さ
え
て
ま
も

な
く
も
ど
っ
て
き
た
。
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
に
お
わ
れ
て
キ
ャ
フ
タ
方
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面
に
の
が
れ
た
中
国
軍
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
住
民
に
と
っ
て
き
わ
め

て
危
険
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

　
二
月
十
六
日
（
旧
暦
正
月
九
日
）
に
、
ス
フ
パ
ー
タ
ル
、
ロ
ソ

ル
、
デ
ム
ベ
レ
ル
、
ボ
リ
ソ
フ
、
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
に
ジ
ャ
ム
ツ
ァ

ラ
ー
ノ
も
く
わ
わ
ウ
て
、
ト
ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク
で
会
議
が
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
）

れ
、
革
命
軍
の
組
織
と
中
国
軍
の
駆
逐
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
会

議
で
、
国
境
地
域
か
ら
党
の
軍
隊
を
つ
の
る
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
人

民
軍
の
司
令
官
に
ス
フ
バ
ー
タ
ル
を
任
命
し
ス
フ
バ
ー
タ
ル
の
名

前
で
募
兵
す
る
こ
と
が
き
ま
り
、
募
兵
の
た
め
の
布
告
文
も
作
成

さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
布
告
文
が
各
地
に
お
く
ら
れ
、
デ
ム
ベ
レ

ル
や
ビ
リ
ク
サ
イ
ハ
ン
や
ス
フ
バ
ー
タ
ル
の
努
カ
で
、
二
百
名
近

い
兵
士
が
あ
つ
め
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
こ
れ
以
前
の
情
報
収
集
活
動
と
こ
の

と
き
の
募
兵
活
動
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
べ
き
こ
と
、
こ
の
時
期

ま
で
は
バ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
を
つ
く
る
た
め
の
実
質
的
な
活
動
は
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
動
き
に
目
を
転
じ
る
と
、
二
一
年
二

月
十
日
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
代
表
部
と
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ

ト
課
の
合
同
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
ガ
ポ
ン
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
全
権

代
理
）
、
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
（
代
表
部
メ
ン
バ
ー
）
、
リ
ン
チ
ノ

（
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
課
長
）
、
ダ
ン
チ
ノ
フ
（
同
課
書
記
）
の

四
名
が
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
現
状
と
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
極
東
代
表
部
が
ち
か
い
将
来
モ
ン
ゴ
ル
で
実
践
す
べ
き

課
題
が
検
討
さ
れ
た
。
議
事
録
の
な
か
に
は
、
前
年
の
秋
に
モ
ス

ク
ワ
の
外
務
人
民
委
員
部
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
に
対
し
て
「
モ

ン
ゴ
ル
に
人
民
政
権
を
樹
立
す
る
」
「
モ
ン
ゴ
ル
の
白
治
を
回
復

さ
せ
る
」
た
た
か
い
の
た
め
の
支
援
が
約
束
さ
れ
た
こ
と
が
、
の

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
と
中
国
の
間
で
条
約
が
む
す
ば
れ
る
ま
で
は
、
積
極
的

な
行
動
に
は
で
ず
、
党
の
組
織
活
動
に
専
念
す
る
と
い
う
約
束
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

モ
ス
ク
ワ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
議
事
録
か
ら
し
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
フ
レ
ー
占
領
は
、
こ
の
よ
う
な
前

提
に
変
更
を
せ
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
や
、
モ
ン
ゴ
ル
に
根
拠

を
お
く
ウ
ン
ゲ
ル
ン
の
白
軍
は
、
沿
海
州
の
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
、

満
州
・
北
中
国
の
ジ
ャ
ン
u
ヅ
ォ
リ
ン
（
張
作
霧
）
勢
カ
と
な
ら

び
、
ソ
ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
を
お
び
や
か
す
「
魔
の
緩
衝
地
域

（
急
程
匡
団
昌
富
i
）
」
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
緩
衝
地
域

の
破
壊
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ソ
ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
重

　
　
　
　
　
　
　
　
（
湘
）

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
会
議
の
決
議
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
革
命
家
へ
の
支
援
を
お
く
ら
せ
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る
こ
と
は
、
世
界
革
命
に
と
っ
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
に
と

っ
て
も
重
大
な
結
果
を
招
く
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
決
議
は
、
二
月
十
二
目
に
、
具
体
的
な
計
画
の
立
案
の
た
め
の

会
議
を
ひ
ら
く
よ
う
革
命
軍
事
ソ
ビ
エ
ト
に
も
と
め
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

こ
の
会
議
に
関
す
る
資
料
は
み
つ
か
う
て
い
な
い
。

　
　
　
四
　
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
第
一
回
大
会

　
一
九
二
一
年
三
月
一
同
に
は
じ
ま
っ
た
会
議
の
議
題
は
、
四
つ

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
、
現
状
と
当
面
の
課
題
、
二
、
人
民
軍

参
謀
部
の
組
織
、
三
、
参
謀
部
規
則
の
制
定
、
四
、
人
民
党
の
目

的
と
課
題
の
説
明
。

　
三
月
一
日
に
は
、
十
七
名
が
参
加
し
、
ダ
ン
ザ
ン
が
バ
ロ
ン
ー
－

ウ
ン
ゲ
ル
ン
軍
の
本
質
を
説
明
し
、
ソ
ピ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
に
依
拠

す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
夜
の
十
一
時
ま

で
討
論
が
な
さ
れ
た
。

　
二
日
め
の
三
月
二
目
に
は
、
十
九
（
二
十
）
名
が
参
加
し
た
。

前
日
の
ダ
ン
ザ
ン
演
説
に
関
す
る
議
論
が
ふ
た
た
び
な
さ
れ
、
結

局
、
ソ
ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
か
ら
の
援
助
の
う
け
い
れ
が
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
二
番
目
の
議
題
に
う
つ
り
、
五
名
か
ら
な
る
参
謀
部

の
設
置
が
き
め
ら
れ
、
三
名
は
人
民
（
革
命
）
党
、
二
名
は
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
う
た
。
従
来
、
二
名
は
ソ
ピ

エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
と
、
解
釈
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
「
二
名
は
赤
（
三
呉
彗
）
か
ら
出
る
」
と

い
う
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
議
事
録
の
表
現
に
引
き
ず
ら
れ
た
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
シ
ア
語
の
議
事
録
で
は
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

二
名
」
と
明
記
し
て
い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
側
三
名
は
、
ス
フ
バ
i
タ
ル
、
ビ
リ
ク
サ
イ
ハ
ン
、

ダ
ン
ザ
ン
で
、
ス
フ
バ
ー
タ
ル
が
参
謀
長
に
任
命
さ
れ
た
。
議
事

録
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
選
出
の
二
名
の
名
前
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
が
、
バ
ラ
ム
ソ
ー
の
回
想
か
ら
、
ボ
リ
ソ
フ
と
ジ
ャ
ム
ツ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
〕

ラ
ー
ノ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
参
謀
部
の
機
構
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
語
版
議
事
録
は
、
参
謀
部

官
房
や
必
要
な
部
署
の
組
織
が
参
謀
部
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
、

ダ
ム
バ
ラ
ブ
ジ
ャ
ー
と
ダ
シ
ゼ
ベ
グ
が
そ
れ
ら
の
管
理
の
た
め
に

任
命
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
代
表
と
の
合
意
の
も

と
に
必
要
な
人
物
を
招
聰
す
る
権
利
が
参
謀
部
に
あ
た
え
ら
れ
る

こ
と
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
と
述
べ
る
。

　
最
初
の
二
日
問
の
会
議
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
軍
の
創
設
と
い

う
性
格
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
た
こ
と
に
、
注
意
を
は
ら
う
必
要
が

あ
ろ
う
。
ボ
リ
ソ
フ
の
秘
書
を
つ
と
め
て
い
た
デ
ム
コ
の
回
想
に
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よ
れ
ば
、
二
月
二
十
一
日
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
会
議
で
、
モ
ン
ゴ

ル
の
革
命
家
を
支
援
す
る
た
め
の
顧
問
団
の
派
遣
が
き
ま
り
、
リ

ャ
ッ
テ
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
、
リ
ト
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
フ
ら
二
十
一
名
が
選

抜
さ
れ
、
汽
車
、
そ
り
を
乗
り
つ
ぎ
、
二
十
八
日
の
正
午
頃
、
ト

ロ
イ
ツ
コ
サ
フ
ス
ク
に
つ
い
た
。
ほ
ぽ
同
時
に
大
量
の
武
器
・
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

薬
を
つ
ん
だ
車
輌
も
到
着
し
た
。

　
四
番
目
の
議
題
に
関
連
し
、
ダ
ン
ザ
ン
と
ス
フ
バ
ー
タ
ル
が
モ

ン
ゴ
ル
人
民
党
の
目
的
と
課
題
を
会
議
参
加
者
に
説
明
し
、
入
党

希
望
者
の
署
名
を
も
と
め
た
。
こ
う
し
て
、
二
十
名
が
最
初
の
正

式
な
党
員
に
な
っ
た
。

　
三
月
三
日
に
、
党
員
に
よ
る
犬
会
が
ひ
ら
か
れ
、
二
十
六
名
が

参
加
し
た
。
ダ
ン
ザ
ン
が
開
会
し
、
ス
フ
バ
ー
タ
ル
、
ジ
ャ
ム
ツ

ァ
ラ
ー
ノ
が
、
議
長
、
副
議
長
を
つ
と
め
た
。
議
題
は
、
一
、
あ

い
さ
つ
、
二
、
布
告
文
と
そ
の
序
文
の
採
択
、
三
、
中
央
委
員
会

の
選
出
の
三
つ
だ
っ
た
。

　
ま
ず
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
長
シ
ュ
ミ
ャ
ツ
キ
ー
に
電
報

を
う
つ
こ
と
を
き
め
、
次
に
極
東
書
記
局
員
の
か
た
が
き
で
ジ
ャ

ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
目
的
と
課
題
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
そ
の
あ
と
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
全
権
代
表
マ
ク
ス
テ
ネ

ク
が
、
祝
辞
を
の
べ
た
。

　
つ
ぎ
に
第
二
の
議
題
に
う
つ
り
、
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
が
布
告

文
と
そ
の
序
文
に
つ
い
て
説
明
し
、
審
議
を
へ
て
、
若
干
の
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

を
ほ
ど
こ
し
、
承
認
し
た
。

　
三
番
目
の
議
題
、
す
な
わ
ち
、
中
央
委
員
会
選
出
に
関
し
て
は
、

ロ
シ
ア
語
議
事
録
の
記
述
が
よ
り
く
わ
し
い
。
注
目
す
べ
き
は
、

「
（
き
た
る
べ
き
）
人
民
革
命
軍
に
よ
る
キ
ャ
フ
タ
の
占
領
」
と
い

う
表
現
が
二
度
つ
か
わ
れ
、
キ
ャ
フ
タ
攻
撃
と
そ
の
占
領
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
と
き
え
ら
ば
れ
た
執
行
部
の
任
期

も
、
キ
ャ
フ
タ
占
領
後
な
る
べ
く
は
や
く
召
集
さ
れ
る
べ
き
党
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
眺
）

表
者
大
会
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
央
委
員
会
の
四
名
の

メ
ン
パ
ー
の
う
ち
、
三
名
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
か
ら
え
ら
ぴ
、
一

名
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
ン
ザ
ン
、

ロ
ソ
ル
、
ダ
ム
バ
ド
ル
ジ
が
選
出
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
語
版
議
事
録

は
、
ダ
ン
ザ
ン
が
中
央
委
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て

い
る
（
モ
ン
ゴ
ル
語
版
に
は
、
こ
の
記
録
が
な
い
）
。
さ
ら
に
中

央
委
書
記
に
は
、
デ
ジ
ド
オ
ソ
ル
（
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
）
と
パ
ダ

　
　
　
　
　
　
（
鍋
〕

ル
チ
が
任
命
さ
れ
た
。

　
三
月
三
目
に
採
択
さ
れ
た
二
種
類
の
基
本
文
書
の
う
ち
、
「
大

衆
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
布
告
文
の
序
文
」
は
、
全
体
と

081



（45）　モンゴル人民党第一回犬会とプリヤート人革命家たち

し
て
、
外
来
語
を
多
用
し
た
、
一
般
大
衆
に
は
難
解
な
文
体
で
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。
資
本
主
義
の
う
み
だ
し
た
矛
盾
、
帝
国
主
義
の

本
質
が
す
る
ど
く
批
判
さ
れ
、
「
抑
圧
者
と
被
抑
圧
者
」
、
「
搾
取

者
と
被
搾
取
者
」
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
現
実
が
示
さ
れ
、
国

際
共
産
主
義
運
動
の
は
た
す
役
割
、
社
会
主
義
思
想
の
優
位
性
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
衆
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
布
告
文
」
（
い
わ
ゆ
る
第

一
次
綱
領
）
は
、
「
序
文
」
に
対
す
る
「
本
文
」
に
あ
た
る
も
の

で
、
最
初
か
ら
民
衆
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
文
体
と
表
現
方
法

で
か
か
れ
て
い
る
。
「
序
文
」
が
人
民
階
級
の
お
か
れ
た
状
況
と

闘
争
課
題
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
援
を
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、

「
本
文
」
は
モ
ン
ゴ
ル
人
似
民
族
感
情
に
う
っ
た
え
た
内
容
と
表

現
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
布
告
文
」
に
よ
れ
ぱ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
の
主
要
課
題
は
ふ

た
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
第
一
項
で
う
た
わ
れ
た
「
人
民
の
権
利
の

拡
大
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
第
二
項
の
「
国
家
主
権
の
回

復
」
で
あ
る
。

　
第
二
項
で
は
、
将
来
の
目
標
と
し
て
、
す
べ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
民

族
が
統
合
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
国
家
を
つ
く
る
べ
き
こ
と
、
当
面
は

「
外
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
」
を
回
復
す
べ
き
こ
と
が
、
う
た
わ
れ
て

い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
人
民
党
が
実
際
は
、
単
な
る
「
白
治
」
で
は
な
く
事

実
上
の
独
立
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、
前
年
八
月
の
、
ガ
ポ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
会
談
の
際
の
発
言
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
「
布
告
文
」
の
ロ

シ
ア
語
版
で
は
、
「
自
治
」
と
い
う
語
が
つ
か
わ
れ
ず
、
「
モ
ン
ゴ

ル
の
解
放
」
と
い
う
表
現
に
な
づ
て
い
る
こ
と
も
、
指
摘
し
て
お

　
（
帥
〕

き
た
い
。

　
第
三
項
は
、
「
中
華
連
邦
」
へ
の
加
入
の
可
能
性
を
の
べ
た
も

の
で
、
こ
の
項
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
言
及
し
た
こ
と
が

あ
る
。
当
時
、
考
え
ら
れ
て
い
た
国
際
共
産
主
義
運
動
、
近
い
将

来
、
現
実
の
も
の
に
な
る
と
お
も
わ
れ
て
い
た
世
界
革
命
、
勤
労

者
が
権
力
を
に
ぎ
る
世
界
連
邦
と
い
う
理
念
が
背
景
に
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
お
か
な
い
と
、
こ
の
項
は
、
単
な
る
「
中
国
へ
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

帰
」
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
。

　
さ
ら
に
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
の
対
中
国
戦
略
の
中
で
の

モ
ン
ゴ
ル
の
位
置
付
け
を
考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ソ

ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
中
国
と
の
関
係
改
善
を

第
一
義
的
な
も
の
と
考
え
、
外
モ
ン
ゴ
ル
は
自
治
国
と
し
て
中
国

の
一
部
を
構
成
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

　
極
東
書
記
局
長
シ
ュ
ミ
ャ
ツ
キ
ー
が
こ
の
年
の
秋
に
外
務
人
民
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委
員
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
に
あ
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の

「
中
国
の
宗
主
権
」
に
対
す
る
考
え
方
に
関
達
し
て
、
「
民
主
的
な

中
華
連
邦
を
構
成
す
る
独
立
国
モ
ン
ゴ
ル
」
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
理

解
だ
と
説
明
し
、
綱
領
（
す
な
わ
ち
「
布
告
文
」
）
の
第
三
項
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ほ
ぼ
全
文
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

　
総
合
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
第
三
項
は
、
起
草
者
ジ
ャ
ム
ツ

ァ
ラ
ー
ノ
自
身
の
恩
想
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
の
立
場
、
政
策
を
つ
よ
く
反
映

し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
一
年
の

ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
の
「
自
己
批
判
書
」
に
の
べ
ら
れ
た
パ
ン
モ

ン
ゴ
リ
ズ
ム
思
想
と
「
布
告
文
」
の
理
念
の
間
に
は
、
か
な
り
の

　
　
　
（
ω
）

距
離
が
あ
る
。
中
国
、
ロ
シ
ア
の
勤
労
者
の
党
と
の
協
力
を
う
た

づ
た
部
分
（
第
七
項
）
や
、
弱
小
国
と
の
達
帯
を
の
べ
た
箇
所

（
第
八
項
）
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
考
え
方
と
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

五
　
結
語

　
対
中
国
軍
、
対
ロ
シ
ア
白
軍
と
い
う
か
た
ち
で
モ
ン
ゴ
ル
人
の

た
た
か
い
が
展
開
さ
れ
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
革
命
家
が
そ
れ
を
支
援

し
て
い
た
時
期
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
自
身
の
自
治
運
動
も
進
行
し
つ

つ
あ
っ
た
。

　
一
九
二
一
年
四
月
二
十
七
目
づ
け
の
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書

記
局
か
ら
オ
ム
ス
ク
の
シ
ベ
リ
ア
革
命
委
員
会
に
あ
て
ら
れ
た
、

公
用
電
報
の
形
式
を
と
る
文
書
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ

や
リ
ン
チ
ノ
や
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
が
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
自
治
運
動

の
な
か
で
は
た
し
て
い
た
役
割
を
し
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

　
同
文
書
は
、
極
東
共
和
国
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
ー
－
モ
ン
ゴ
ル
人
の
一

九
二
〇
年
五
、
六
月
の
大
会
の
決
定
、
ソ
ビ
エ
ト
H
ロ
シ
ア
の
ブ

リ
ヤ
ー
ト
ー
－
モ
ン
ゴ
ル
人
の
一
九
二
〇
年
十
月
の
大
会
の
決
定
、

そ
し
て
一
九
二
〇
十
月
十
四
目
の
ロ
シ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
政

治
局
の
承
認
と
、
地
方
の
党
機
関
、
ソ
ビ
エ
ト
機
関
の
同
意
に
も

と
づ
き
、
「
臨
時
の
文
化
的
・
民
族
的
最
高
機
関
」
（
量
O
目
蔓

田
り
①
竃
①
＝
＝
匡
邑
ス
く
旨
雪
｝
U
匡
o
・
＝
ゆ
貝
；
o
＝
o
自
『
匡
『
§
o
o
冨
雪
）
と
し

．
て
の
「
東
シ
ベ
リ
ア
…
ブ
リ
ヤ
ー
ト
H
モ
ン
ゴ
ル
中
央
委
員
会
」

（
貝
畠
｛
竃
壬
匡
饒
竃
竃
彗
弩
昌
り
団
↓
圭
畠
『
昌
畠
雰
實
〕
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

＝
婁
O
き
毫
雪
）
の
設
立
を
つ
た
え
て
い
る
。

　
電
文
に
よ
れ
ぱ
、
「
同
中
央
委
員
会
の
中
央
委
員
に
は
、
ツ
ェ

ウ
ェ
ー
ン
“
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
、
一
エ
ル
ベ
ク
ド
ル
ジ
H
リ
ン
チ

ノ
（
両
名
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
の
主
要
な
活
動
家
）
、

ミ
ヘ
イ
ー
ー
イ
ェ
ル
バ
ー
ノ
フ
（
目
シ
ア
共
産
党
員
、
イ
ル
ク
ー
ツ
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ク
県
執
行
委
員
会
土
地
局
長
）
、
中
央
委
員
候
補
に
は
、
ダ
シ
ビ

ロ
フ
（
極
東
書
記
局
活
動
家
）
、
ア
マ
ガ
ー
エ
フ
（
ロ
シ
ア
共
産

党
員
、
ア
ン
ガ
ラ
…
ア
イ
マ
ク
執
行
委
員
会
議
長
）
L
が
、
そ
れ

ぞ
れ
え
ら
ば
れ
た
。

　
ロ
シ
ア
ニ
月
革
命
後
に
成
立
し
た
ブ
リ
ヤ
ー
ト
民
族
委
員
会
の

再
現
と
も
い
え
る
「
東
シ
ベ
リ
ア
…
ブ
リ
ヤ
ー
ト
ー
ー
モ
ン
ゴ
ル
中

央
委
員
会
」
の
中
央
委
員
に
ブ
リ
ヤ
ー
ト
民
族
委
員
会
の
議
長
を

つ
と
め
た
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
や
リ
ン
チ
ノ
が
選
ぱ
れ
た
の
は
、

あ
る
意
味
で
は
当
然
だ
。
と
は
い
え
、
か
れ
ら
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
た
ち
と
伍
す
る
力
を
、
こ
の
段
階
で
も
有
し
て
い
た
こ
と
は
、

や
は
り
注
目
さ
れ
る
。

　
文
書
に
署
名
し
て
い
る
の
は
、
ア
マ
ガ
ー
エ
フ
、
イ
ェ
ル
バ
ー

ノ
フ
、
リ
ン
チ
ノ
の
三
名
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、

ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
と
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
（
ダ
シ
ピ
ロ
フ
）
が
キ
ャ

フ
タ
ち
か
く
に
い
て
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
と

直
接
関
係
が
あ
ろ
う
。

　
シ
ュ
ル
ー
ノ
フ
に
よ
れ
ぱ
、
同
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
は
、
五
月

五
日
に
シ
ベ
リ
ア
革
命
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

に
、
あ
ら
た
め
て
組
織
委
員
会
が
召
集
さ
れ
た
。

　
同
中
央
委
員
会
の
目
的
は
、
文
化
的
・
民
族
的
要
求
の
充
足
、

大
衆
の
政
治
的
教
育
、
と
り
わ
け
ブ
リ
ヤ
ー
ト
“
モ
ン
ゴ
ル
人
勤

労
者
代
表
大
会
の
召
集
と
ソ
ビ
エ
ト
ー
ー
ロ
シ
ア
、
極
東
共
和
国
両

政
府
の
話
し
合
い
に
よ
る
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
ー
ー
モ
ン
ゴ
ル
人
の
白
治

の
実
現
だ
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
当
時
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
革
命
家
は
、
一
方
で
ブ
リ

ヤ
ー
ト
人
の
統
合
と
自
治
の
た
め
に
た
た
か
い
、
他
方
で
外
モ
ン

ゴ
ル
の
独
立
（
自
治
）
の
た
め
に
た
た
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
ひ
と
つ
の
要
因
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
極
東
共
和
国
と

い
う
緩
衝
国
家
を
つ
く
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
程
ま
だ
カ
の
弱
か

っ
た
ソ
ビ
エ
ト
”
ロ
シ
ア
や
ロ
シ
ア
共
産
党
と
、
モ
ン
ゴ
ル
や
ブ

リ
ヤ
ー
ト
の
民
族
主
義
者
の
間
の
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
い
な
か
う

た
こ
と
も
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
革
命
家
に
と
っ
て
有
利
に
作
用
し
た

と
お
も
わ
れ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
リ
ン
チ
ェ
ン
の
自
伝
に
も
ど
る
と
、
父
親
ビ

ム
バ
エ
フ
は
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
東
方
諸
民
族
部
、
極
東
書
記
局

が
一
九
二
〇
、
二
一
年
に
刊
行
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
新
聞

『
モ
ン
ゴ
リ
ー
ン
ー
ー
ウ
ネ
ン
』
に
も
寄
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
と

、
一
ε
。

し
う

　
リ
ン
チ
ノ
ら
と
一
緒
に
一
九
一
九
年
二
、
三
月
の
パ
ン
モ
ン
ゴ

船1
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リ
ス
ト
の
会
議
（
チ
タ
）
に
も
参
加
し
た
ビ
ム
バ
エ
フ
の
よ
う
な

民
族
主
義
者
と
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
点
に
、
東
方
諸
民
族
部
や

極
東
書
記
局
の
対
モ
ン
ゴ
ル
活
動
の
性
格
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
　
＞
宍
雪
竃
冨
8
し
ω
．

（
2
）
目
暮
畠
恒
竃
嚢
ρ
N
軍
香
…
彗
一
冒
9
ζ
o
彗
昌
し
睾

（
3
）
O
①
一
品
零
冨
o
q
o
；
鼻
M
ω
2

（
4
）
く
o
胃
昌
≡
ξ
害
弓
昌
着
・
…
4
毛
二
Φ
昌
Φ
曽
⑰
葺
§

（
5
）
量
o
．
ふ
ふ
．

（
6
）
　
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
i
ノ
に
つ
い
て
は
、
田
中
（
一
九
九
〇
年
）
の

　
第
六
章
参
照
。

（
7
）
宍
婁
雪
雪
吊
程
9
…
o
彗
o
戸
卜
墨

（
8
）
…
3
｛
鼻

（
9
）
　
冒
軍
し
窒
・
シ
ベ
リ
ア
局
に
対
す
る
不
満
と
東
方
諸
民
族
部
の

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
部
局
へ
の
再
編
成
の
要
望
は
、
十
二
月
二
十
一
日

　
づ
け
の
、
ブ
ロ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
（
東
方
諸
民
族
部
副
部
長
）
、
ア
ブ

　
ラ
ム
ソ
ン
（
中
国
課
長
）
の
書
簡
に
も
み
ら
れ
る
。
｝
ス
目
（
α
）
一

　
宍
o
…
；
胃
8
＝
呂
宍
胃
豊
一
蟹
’

（
1
0
）
　
自
旨
窒
雪
工
5
罫
鼻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

（
1
1
）
　
勺
月
×
ミ
員
＝
戸
亀
叩
－
9
ム
ρ
M
－

（
1
2
）
　
冒
鼻
し
竃
－
冨
㌣
o
〇
一
ω
一
9

（
岨
）
　
宍
o
峯
…
畠
写
3
く
o
彗
o
き
澤

（
M
）
　
－
巨
3
ミ

（
蝸
）
＞
君
窒
ξ
寝
彗
是
月
；
讐
＝
々
言
畠
彗
彗
■
曽
－
奉

（
1
6
）
磯
野
宮
士
子
氏
は
、
文
奮
が
モ
ン
ゴ
ル
側
の
独
自
の
判
断
に
よ

　
っ
て
出
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
う
た
が
わ
し
い
。
磯
野
（
一
九
八

　
一
年
）
、
一
五
八
頁
。

（
1
7
）
　
手
書
き
の
も
の
（
、
月
×
ミ
貝
＝
員
お
㌣
冨
㌣
ω
し
o
⊥
o
）
と
タ

　
イ
ブ
版
（
お
㌣
旨
㌣
ω
L
O
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
タ
イ
プ
版
に
は
、

　
地
名
、
人
名
に
ス
ペ
リ
ン
グ
の
誤
り
が
み
ら
れ
、
一
部
脱
落
箇
所
も

　
あ
る
。
特
に
タ
ィ
プ
版
は
、
ゴ
チ
ツ
キ
ー
（
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
）
の
サ

　
イ
ン
を
欠
く
。
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
』
の
註
に
は
文
書
の

　
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
プ
版
を
用
い
た
た
め
、
無
署
名

　
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
宍
o
…
雪
＝
畠
o
＝
α
印
ζ
o
雷
「
o
自
し
讐
．

（
1
8
）
　
ダ
シ
が
、
『
発
端
と
成
就
』
の
註
に
引
用
し
た
党
中
央
文
書
館

　
所
蔵
の
文
書
と
内
容
と
目
付
（
一
九
二
〇
年
十
一
月
末
）
が
一
致
す

　
る
（
貝
凹
目
一
↓
豊
昌
僧
一
8
o
o
）
。
よ
っ
て
ダ
シ
引
用
の
文
書
は
、
ツ

　
ェ
デ
ン
イ
シ
の
報
告
に
相
違
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

（
1
9
）
　
、
貝
×
ミ
員
匡
；
お
蜆
－
－
S
－
ω
一
ミ
団
1

（
2
0
）
　
－
σ
巨
’
ム
O
蜆
－
－
蜆
ム
ー
O
0
9
印
宍
O
重
匡
＝
畠
O
エ
α
凹
一
≦
O
エ
「
O
自
に
モ
ン

　
ゴ
ル
語
訳
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
議
事
録
に
本
来
、
目
付
は
な
い

　
が
、
同
書
の
編
者
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン
が
十
一
月
十
七
日
に
死
亡
し
て

　
い
る
の
で
会
議
は
十
一
月
十
七
目
以
前
に
ひ
ら
か
れ
た
と
す
る
。
し

　
か
し
、
他
の
賀
料
か
ら
判
断
し
て
、
「
十
一
月
」
は
「
十
二
月
」
の

　
誤
り
で
あ
る
。
ル
ズ
ヤ
ニ
ン
は
、
ま
っ
た
く
お
な
じ
文
書
を
引
用
し
、

　
ど
う
い
う
根
拠
か
、
目
付
を
十
二
月
十
七
目
と
し
て
い
る
。
目
｝
－

　
竃
＝
昌
＝
5
㊤
9
s
．

幽1
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（
2
1
）
　
～
月
×
ミ
員
＝
戸
お
蜆
－
冨
㌣
ω
一
轟
一
冨
戸

（
2
2
）
　
冒
革
し
碧
－
5
』
よ
〇
一
｝
　
お
蜆
－
5
㌣
ω
一
声

（
2
3
）
　
亭
買
し
畠
－
－
9
よ
P
印

（
別
）
　
U
①
ヨ
σ
o
冨
二
㊤
嘗
し
ω
．

（
2
5
）
　
－
巴
與
目
彗
；
轟
」
＝
．

（
2
6
）
　
∪
o
昌
σ
胃
o
：
竃
ピ
轟
1
8
．

（
2
7
）
　
勺
月
×
昌
貝
＝
戸
お
甲
－
塞
－
o
o
P
ド

（
2
8
）
　
亭
芦
し
鵠
－
冨
午
o
o
9
爵
‘

（
2
9
）
　
ユ
i
ウ
ィ
ン
グ
氏
は
、
ダ
シ
の
著
作
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
二
月

　
十
目
の
会
議
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
向
至
轟
；
o
o
g
N
ミ
）
。

　
た
だ
し
、
武
器
・
軍
事
教
官
の
提
供
等
の
援
助
の
決
定
は
、
同
氏
の

　
推
定
す
る
よ
う
に
二
月
十
日
に
で
は
な
く
、
二
月
十
二
日
に
予
定
さ

　
れ
て
い
た
会
議
で
な
さ
れ
た
と
み
た
ほ
う
が
、
自
然
だ
。

（
3
0
）
…
畠
・
昌
臣
ξ
睾
S
彗
虐
畠
2
毛
二
Φ
雪
彗
冨
望
二
P

　
＝
蜆
1

（
3
1
）
　
吋
巴
団
目
彗
－
竃
o
。
一
＝
蜆
－

（
3
2
）
　
月
①
竃
彗
冨
o
．
r
5
1
5
　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
日
付
が
完
全
に

　
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
3
）
…
o
彗
昌
…
ξ
畠
昌
彗
葺
…
2
壱
↓
o
Φ
昌
⑭
曽
o
畠
一
鼻

　
＝
p

（
拠
）
　
　
－
σ
－
O
．
．
①
ω
’
－
N
O
I

（
3
5
）
　
デ
ジ
ド
オ
ソ
ル
は
パ
ー
リ
ン
右
旗
出
身
（
豆
α
・
5
）
。
一
九

　
二
年
の
イ
ヘ
フ
レ
ー
の
独
立
宣
言
後
、
外
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
移
住
し
た

　
内
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

（
3
6
）
宍
婁
…
畠
霊
3
ζ
o
彗
昌
一
曇

（
3
7
）
ζ
o
胃
昌
…
ξ
睾
胃
彗
遣
…
々
く
曽
ω
。
昌
昌
冨
畠
一
…
‘

　
な
お
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
版
は
、
ジ

　
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
が
起
草
し
た
原
案
の
可
能
性
も
あ
る
と
、
筆
者
は

　
か
ん
が
え
て
い
る
。

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（
4
2
）

二
木
（
一
九
八
四
年
）
、
三
七
六
壬
三
七
八
頁
。

ス
o
重
＝
＝
篶
o
国
α
o
ζ
o
＝
「
o
芦
お
．

①
O
「
①
O
Φ
＝
α
昌
■
呂
ク
雪
－
蜆
O
O
．

巾
月
×
ミ
員
＝
員
お
蜆
－
冨
㌣
o
〇
一
竃
－

目
｝
自
｝
＝
o
困
5
s
」
s
■
な
お
シ
ェ
ル
ー
ノ
フ
は
、

同
委
員
会

　
が
回
シ
ア
共
産
党
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
委
員
会
の
決
定
（
一
九
二
一
年

　
四
月
二
十
五
目
）
に
基
づ
き
創
設
さ
れ
、
議
長
に
は
イ
ェ
ル
バ
ー
ノ

　
フ
、
副
議
長
に
は
ア
マ
ガ
ー
エ
フ
が
選
出
さ
れ
た
と
の
ぺ
る
。
非
党

　
員
の
ジ
ャ
ム
ツ
ァ
ラ
ー
ノ
、
リ
ン
チ
ノ
、
ツ
ェ
デ
ン
イ
シ
の
名
前
が

　
故
意
に
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
4
3
）
　
＞
宍
呂
；
轟
㊤
9
ρ

文
献
一
覧

勺
貝
×
≦
貝
＝
旨
一
勺
o
o
昌
昏
嚢
s
月
畠
畠
肖
o
畠
畠
…
s
毒
崔
呈
；
国

　
員
o
宍
｝
…
o
雪
δ
目
＝
o
｝
o
邑
E
o
s
雪
9
d
o
昌
；

ζ
o
彗
昌
臣
ξ
睾
R
彗
這
姜
々
く
曽
ω
Φ
昌
彗
『
Φ
畠
一
「
員
凹
亭

　
彗
ヌ
ρ
■
畠
戻
這
一
…
o
彗
昌
匡
＝
ζ
畠
o
；
…
暮
曇
2
く
曽
ω
畠
－

　
自
雪
「
8
ヌ
冨
豊
O
亭
；
着
凹
団
ミ
「
凹
篭
O
篭
畠
〒
ω
（
く
長
O
O
匝

　
9
寝
…
6
昌
…
『
）
一
＜
畠
彗
9
o
畠
p
冨
畠
．

宍
o
量
呂
雪
畠
o
匡
9
竃
o
；
〇
三
ζ
o
弓
o
自
｝
自
畠
≡
與
寝
s
票
…
曽
o
彗

　
僧
X
自
買
「
竃
憎
一
〇
〇
〇
畠
≡
富
寝
昌
＝
亀
■
呂
睾
≡
彗
α
〇
一
宍
O
重
昌
甲
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↓
①
o
＝
α
｝
ζ
o
＝
『
o
自
’
＜
自
印
画
＝
α
芭
凹
↓
凹
o
．
一
〇
㊤
①
．

－
w
－
｛
自
　
（
α
）
一
ス
o
－
≦
；
＝
H
0
o
＝
；
－
｛
胃
o
罫
“
－
宍
H
一
　
（
α
）
．
宍
o
雪
呂
工
畠
o
＝
呂

　
毒
ξ
畠
彗
壬
o
も
竃
昌
δ
ξ
o
至
8
員
窒
秦
…
o
匝
宍
＝
畠
p

　
貝
O
ξ
窒
望
畠
一
↓
」
」
竃
O
－
－
O
員
…
O
冥
畠
L
O
軍

＞
君
畠
ξ
寝
膏
葛
召
蔓
＝
々
く
■
畠
彗
凹
自
一
｝
．
団
彗
美
ξ
・

　
「
岩
姜
一
＞
君
匡
＝
美
壱
婁
↓
ξ
o
；
葦
2
掌
彗
彗
昌
■
要
寝
重
－

　
亭
≡
彗
曽
「
彗
一
冨
8
1
－
竃
ト
畠
一
＜
畠
畠
＄
胃
葛
二
竃
o
－

＞
天
…
冨
8
ら
’
＞
…
ヌ
｝
…
「
く
着
彗
…
｝
姜
α
『
≡
～
…
竃
一

　
　
＜
畠
竃
α
富
富
p
；
8
－

旨
目
一
旨
彗
α
葛
一
戸
員
画
貝
旨
彗
α
o
o
（
〆
8
蕎
彗
o
彗
一
員
．

　
旨
o
8
■
「
．
員
姜
…
一
ζ
o
胃
昌
亀
員
匡
工
言
葛
畠
茎
ζ
睾
o
；
－

　
　
亭
≡
凹
妻
…
o
棄
劃
書
ミ
曽
『
暮
畠
き
呈
2
美
レ
o
曾
葛
挙

　
　
着
竃
；
罫
竃
昌
員
＜
畠
畠
α
竃
↓
夢
轟
お
）

員
窒
竃
－
竃
－
一
s
．
「
1
貝
窒
天
9
＞
君
『
≡
ζ
睾
弓
彗
匡
工
く
彗
竃
o
－

　
　
『
雪
畠
＝
H
o
自
⑦
Φ
一
〇
〇
’
．
員
－
貝
凹
昌
一
＜
自
凹
o
＝
α
與
與
H
印
P
5
雪
’

自
く
ω
国
＝
昌
匡
一
〇
㊤
σ
一
〇
．
旨
く
ω
団
＝
S
＝
一
ζ
O
工
『
o
自
＝
由
一
≡
Φ
美
員
く
宍
匡
↓
｝
o
竃

　
　
；
O
O
団
①
一
〇
罧
O
誌
勺
O
o
o
雪
①
S
（
－
0
N
0
1
－
o
N
と
）
一
＾
自
o
O
α
自
o
…
匡
員
団
自
甲

　
　
工
O
「
O
匝
O
O
弓
O
罧
O
》
　
－
O
㊤
蜆
－
M
．

①
O
『
Φ
O
⑰
＝
α
匡
占
匡
『
一
宍
凹
…
O
O
凹
＝
匡
月
O
宙
Φ
O
匝
（
｝
ω
「
ω
O
O
団
）
・
O
ω
O
O
O
－

　
　
「
⑰
＾
u
⑰
＝
α
雪
’
；
「
．
《
竃
與
匡
與
昌
；
＝
月
o
o
》
　
－
o
o
ポ
ト
．

昌
暑
ω
這
畠
畠
8
一
｝
．
目
＝
寝
…
竃
一
…
o
彗
昌
呂
㌻
曇
x
言
g
「
凹
－

　
　
…
匝
2
掌
一
＜
曽
畠
9
胃
岩
」
o
窒

目
…
言
畠
冨
S
一
甲
貝
－
目
…
言
畠
一
9
彗
O
昌
窒
毒
8
団
S
－

　
　
實
g
墨
長
畠
彗
壬
s
「
o
ε
員
署
q
塞
…
o
q
匡
国
団
着
胃
…

　
　
（
－
竃
甲
お
轟
冒
員
匡
）
一
＜
自
凹
匡
・
＜
葛
」
彗
M
1

ω
饅
－
o
『
コ
ω
E
　
－
㊤
N
0
o
…
｝
凹
－
凹
目
一
ω
E
’
、
7
，
凹
目
一
・
＝
目
　
凹
目
o
o
o
o
α
目
ぺ
與
『
｝
①
片
o
　
o
冒
－

邑
ム
ε
冨
巨
；
仁
α
ミ
ξ
o
ω
・
旨
σ
竺
§
－
；
ε
星
一
、
（
く
o
コ
ー

　
o
o
J
・
o
－
　
軸
『
與
μ
－
仁
ヨ
　
0
E
σ
－
ω
o
凹
－
一
E
　
コ
饅
目
－
・
E
目
　
片
α
σ
o
o
『
－
｝
．
印
．
ミ
〕
3
零
o
－

s
§
宰
§
§
募
§
㌣
§
“
§
㌃
軸
・
§
、
宕
§
o
達
ミ
§
§
こ
邑
｝
一
－
§
一

　
　
臼
ミ
彗
σ
ミ
算
冒
一
5
轟
）

忌
∋
σ
雪
①
一
冨
曽
』
o
∋
悪
『
g
き
s
竃
－
昌
§
宰
§
§
ミ
吻
§
§

　
§
§
・
§
s
清
＆
膏
「
§
§
ト
忌
o
q
o
g
⊂
o
9
冨
望
‘

o
o
－
o
o
q
ω
o
目
o
目
o
q
耐
－
o
｝
o
o
…
o
o
－
o
o
q
ω
①
コ
o
q
o
q
o
．
．
．
フ
ー
団
『
口
I
E
コ
o
o
『
－
｝
－
印
①
①
q
旨
『
ー
口
旦

　
　
ぎ
鼻
；
g
菖
言
一
ξ
註
言
巨
固
昌
彗
・
由
畠
昌
①
o
q
忌
o
q
ω
彗
巨
違
一
一
、
．

　
　
（
ζ
o
畠
亘
胃
邑
－
昌
君
σ
亘
巴
一
仁
；
昌
－
冒
8
σ
君
ユ
く
－
戸
き
s
－

竃
ζ
§
宰
§
§
募
§
㌣
§
§
膏
§
「
宕
§
o
這
目
；
§
畠
ミ
§
・

　
§
一
昌
呉
彗
σ
ミ
g
；
」
竃
。
。
）

向
三
長
－
竃
9
；
o
ヨ
婁
向
．
同
ξ
一
長
一
き
§
雨
§
き
雨
き
§
§
ミ

　
o
s
～
き
“
㌧
§
｛
ミ
o
ミ
§
竃
亀
s
、
完
姜
包
s
s
き
§
｝
蕩
ぎ
o
ミ
ミ

　
き
轟
o
§
－
亀
－
－
－
§
ト
里
o
o
昌
一
畠
一
昌
一
冨
o
．
o
．

磯
野
（
一
九
八
一
年
）
・
磯
野
富
士
子
「
モ
ン
ゴ
ル
革
命
に
対
す
る
ソ

　
　
ピ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
軍
事
介
入
に
つ
い
て
」
『
東
洋
学
報
』
六
二
－

　
　
三
・
四
（
一
九
八
一
年
）

田
中
（
一
九
九
〇
年
）
一
田
中
克
彦
『
草
原
の
革
命
家
た
ち
　
モ
ン
ゴ

　
　
ル
独
立
へ
の
道
』
（
増
補
改
訂
版
、
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）

二
木
（
一
九
八
四
年
）
一
二
木
博
史
「
ダ
ム
バ
ド
ル
ジ
政
権
の
内
モ
ン

　
　
ゴ
ル
革
命
援
助
」
『
一
橋
論
護
』
九
二
－
三
（
一
九
八
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）
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